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三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社

 

Ｉ・ＴＯＰ横浜ラボ「コロナ禍における商業施設や市場の活性化」 
～横浜南部市場における実証実験が始動～ 

 

 

三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：池田 雅一、以下 MURC）は、

横浜市より「令和 4 年度『I・TOP 横浜」プロジェクト創出等推進事業業務」を受託しています。I・TOP 横浜の取り組み

は、平成 29 年度より開始したもので、IoT 等を活用した”横浜発”の新たなビジネスの創出、社会課題の解決を目指すも

のです。（詳細は参考資料） 

 

このたび、本活動の一環として実施している「I・TOP 横浜ラボ」の取り組みにおいて、横浜市金沢区にある「横浜南部

市場（商業施設及び市場）」をフィールドに実証実験がスタートします。「I・TOP 横浜ラボ」は、横浜市が抱える重要な社

会課題やニーズを踏まえ、特定の実証実験フィールドを確保したうえで、企業からの提案を募集し事業化を支援するプロ

ジェクトです。今回の「コロナ禍における商業施設や市場の活性化」に関する提案募集では、横浜南部市場の賑わいエリ

ア（商業施設）・物流エリア（市場）を実証フィールドに、コロナ禍における商業施設及び市場の効率的な施設運営の実現、

さらなる賑わい創出など、商業施設及び市場に新たな価値をもたらす製品・サービスの提案を募集し、9 件の提案を採択

しました。今後、施設関係者と調整を行ったうえで、準備が整った取り組みから、順次実証実験を開始します。 

 

 

 採択提案（全 9 件） 

※採択提案の詳細は、横浜市ホームページをご確認ください。 

URL ： https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/keizai/2022/itoplab5_saitaku.html 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社 
政策研究事業本部 公共経営・地域政策部［東京］ 中田、鈴木 
〒105-8501 東京都港区虎ノ門 5-11-2 オランダヒルズ森タワー 
E-mail : proposal-itop@murc.jp 

【報道機関からのお問い合わせ】 
コーポレート・コミュニケーション室  竹澤・杉本  E-mail : info@murc.jp 



 

≪参考資料≫ 

1. 「I・TOP 横浜」について  https://itop.yokohama/ 

横浜市では、平成 29 年度に IoT 等を活用したビジネス創出に向け、交流・連携、プロジェクトの推進、人材育成

等の場となる「IoT オープンイノベーション・パートナーズ（I・TOP 横浜）」を立ち上げました。国内外の様々な企業・

機関と連携を図りながら、オープンイノベーションによって付加価値の高い製品・サービスの開発や新たなビジネスの

創出、新技術を活用した社会課題の解決を目指して取り組んでいます。 

 

2. 「I・TOP 横浜ラボ」について 

横浜は少子高齢化や生産年齢人口の減少、郊外部を中心とした都市インフラの老朽化などの社会課題を抱えて

います。一方、横浜では様々な国際的なイベントが開催されており、都市の魅力の発信や経済の活性化など、今後

の飛躍に向けたチャンスを有する街でもあります。 

こうしたなかで、I・TOP 横浜では、横浜が抱える課題や可能性に対し、IoT を通じた課題解決、IoT を通じたニー

ズの開拓・充足を図るため、新たな枠組みとして「I・TOP 横浜ラボ」を設置し、企業等のプロジェクト創出やビジネス

化を支援するとともに、社会課題の解決に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

  I・TOP 横浜ラボ 

「コロナ禍における商業施設や市場の活性化」に関するプロジェクト創出支援の取り組みイメージ 

  

効率的な施設運営、賑わい創出に資する
IoT等のソリューションを有する企業

横浜南部市場（商業施設及び市場）

横浜市（I・TOP横浜）

【取り組みのメリット】

 コロナ禍でもより多くの方に安心して来
場してもらうための機能の拡充や、施設
運営上の課題の改善・緩和を図ること
ができる

 新たなIoT製品・サービスの試験導入の

機会を得ることで、商業施設及び市場
の効率的な運営やさらなる賑わい創出
に向けた気づきを得ることができる

【取り組みのメリット】

 横浜南部市場内の商業施設及び市場に
おける実証実験を通じて、自社の製品・
サービスに対するユーザーニーズ等を
検証することができる

 横浜南部市場内の施設関係者に対し、
試験導入の営業機会を得ることができる

 横浜南部市場での実証実験が開始したこ
と、一定期間の試験導入の成果について、
横浜市を通じたPRを受けることができる

マッチング
の支援

導入/成果
事例のPR

試験導入の効果/成果の報告を依頼試験導入時の初期費用の減免、一定期間
（試験導入期間）利用機会の無償提供を依頼


